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そんけい すべき ムスリム の みなさま︕ 
あんしょう した しょうく に おいて、 ぜんのう の しゅ は つぎ の ように つげて おられ ます。 「しんじるもの たち よ。       
あなたがた いぜん の もの たち にも さだめ られた ように、 あなたがた の ため に さいかい が さだめ られた。 それで 
あなたがた も、 おそれるもの と なる だろう。」1 
また、 ハディース に おいて わたしたち の よげんしゃ (saw) は こう かたって います。 「ラマダーンづき の さいかい を、  
せいじつ な しんこうしん に よって おこない、 アッラー の ほうしゅう を のぞむ もの は、 かこ の つみ を ゆるされる  
だろう。」2 
しんあい なる ムスリム の みなさま ︕ 
だんじき、 さいかい とは たん に たべもの、 のみもの を ひかえる と いう だけ では あり ません。 その しん の ほんしつ   
とは、 わたしたち の こころ、 たましい、 そんざい ぜんたい を つつみこむ こと に よって たっせい されます。 さいかい は    
わたしたち の からだ には すこやかさ を、 こころ には へいあん を もたらして くれる もの です。 
こころ の さいかい と は、 しゅ の おちから と じひ に ついて じゅっこう する こと を いみ します。 アッラー (swt) と、 その 
しと (saw) への あい を さしおいて、 それ いがい の なにもの へ の あい も おかない こと を いみ します。 また、 にくしみ 
や しっと など、 こころ を くらく する じゃあく な かんがえ や かんじょう を すべて てばなす こと も ふくまれ ます。 した に  
よる さいかい とは、 うそ や うわさばなし、 ちゅうしょう、 とげとげしい ことば や こうげきてき な ことば を つつしむ こと を いみ 
します。 また、 たにん の じんかく や ひょうばん、 かち を かろんじる よう な ぶじょく は ひかえる こと も ふくまれ ます。   
みみ に よる さいかい とは、 わるい ことば や よこしま な ことば を きかない ように する こと を いみ します。 また、    
きいた こと を しらべ も せず に しんじつ と して うけいれない こと も ふくまれ ます。 アッラー の しと (saw) は、 この てん 
に ついて 「じゃあく かつ むち な はつげん を やめず、 また そうした はつげん に したがった こうどう を やめない もの に 
たいし、 アッラー は さいかい の ひつよう を みとめ たまわない」3、 と けいこく して います。 
しんあい なる ムスリム の みなさま︕ 
て に よる さいかい とは、 ハラーム な ものごと に て を ださない こと を いみ します。 また、 ハラール では ない もの、  
ふとう な もの から て を とおざける こと も ふくまれ ます。 あし に よる さいかい とは、 アッラー (swt) と その しと (saw) 
が さだめた まっすぐ な みち に したがう こと を いみ します。 また、 ぜんこう や じぜん の ついきゅう の ため に あゆみ を 
すすめる こと も ふくまれ ます。 
そんけい す べき ムスリム の みなさま︕ 
さいかい と は、 イフタール や サフール の しょくじ を、 ひつよう と して いる ひとびと、 ごくひん の じょうたい に ある     
ひとびと、 おや を なくした こどもたち と わかちあう こと を いみ します。 それ は せかいじゅう で うえ と かわき に くるしむ 
ひとびと の こと を おもいだす と いう いみ でも あります。 はくがい の した で うめきごえ を あげる ムスリム の きょうだい、 
しまいたち、 とく に ガザ や ひがしトルキスタン の ひとびと の いたみ を しん に かんじとる こと を いみ します。 それ は  
わたしたち の こうどう、 ことば、 もてる もの を とおして、 よくあつ されて いる ひとびと を しえん し、 ようご しつづける こと 
を いみ します。 それ は また、 たしゃ を よくあつ する もの、 あるいは よくあつ の てだすけ を する もの に たいし、 たとえ 
どれほど ちいさな こと で あろう と、 けいざいてき にも て を かさず きょひ する こと を いみ しても いる の です。 

 
1 Baqarah 2/183. 
2 Bukhari, Sawm, 6. 
3 Bukhari, Sawm, 8. 


